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はじめに 


このたびは、 「 CG - WLCB 144 GNL 」 または 「 CG - WLUS 巳 2 GNL 」 をお買い上げいただきまして誠にあり 
がとうございます。本書は本商品を正しくご利用いただくための手引きです。必要なときにいつでもご覧い 
ただけるように、大切に保管してください。 

コレガ製品に関する最新情報（ファームウエアのバージョンアップ情報など）は、コレガホームページでお 
知らせします。 

http://coreaa.jp/ 


付属マニュアルのご紹介 


本商品には、次のマニュアルが付属しています。各マニュアルをよくお読みいただき、正しくお使いください。 


♦安全にお使いいただくためにお読みください(付属:紙マニュアル） 

安全にお使いいただくためのご注意を説明しています。本商品をお使いになる前に必ずお読みいただき、正 
しくお使いください。 

•らくらく導入ガイド(付属:紙マニュアル)※ 1 

本商品の付属品、各部の名称と機能、専用ソフトウェアの読み込み手順について説明しています。本商品の 
導入時にご覧ください。 

•Q&A (付属:冊子マニュアル)* 1 

本商品のトラブルシューティング、サボートに関する情報について説明しています。必要に応じてご覧くだ 
さい 。 

•詳細設定ガイド(ユーティリティディスク収録: PDF マニュアル•本書卢 2 

本ソフトウェアを使用したセキュリティ設定など、本商品の詳細な機能説明や設定方法などを説明していま 
す0 


※1 「 CG - WLCB 144 GNL 」 または 「 CG - WLUSB 2 GNL 」 に付属しているマニュアルです。セツト品 （「 CG - 
WLBARGNL - P 」 または 「 CG - WLBARGNL - U 」） をお使いの場合は、「お使いの手引き」（付属：冊子 
マニュアル」をご覧ください。 

※2本ソフトウェアは Windows XP / 2000のみに対応しています 。 Windows Vista をお使いの場合は、 
「らくらく導入ガイド」をご覧になり、ドライバのみをインス!ルして 0 S に標準搭載されているワ 
イヤレスネットワークをお使いください。 
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本書の読み方 


本書で使用している記号や表記には、次のような意味があります。 


♦記号について 



A 


人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容を示します。 


网 

注意 


操作中に気を付けていただきたい内容です。必ずお読みください。 


メモ 


補足事項や、参考となる情報を説明しています。 


•表記について 


本ソフトウェア 

付属ソフトウェア「無線 LAN ユーティリティ」を指します。 

「」-「」-「」 

「」で囲まれた項目を順番に選択することを示します。 

[] 

[] で囲んである文字は、画面上のボタンを表します。 

例：|^1- [0 K ] 


•正式名称について 


本書で使用しているソフトウェア名の正式名称は以下のとおりです。 


〈 Windows 〉 


Windows . Microsoft ® Windows ® operating system 

Windows Vista . Microsoft ® Windows Vista ™ Home Basic 、 Microsoft ® Windows Vista ™ 

Home Premium 、 Microsoft ® Windows Vista ™ Busines および 
Microsoft ® Windows Vista ™ Ultimate 

WindowsXP . Microsoft ® Windows ® XP Home Edition operating system および 

Microsoft ® Windows ® XP Professional operating system 

Windows 2000. Microsoft ® Windows ® 2000 Professional operating system 


•イラスト、画面について 

本文中に記載のイラストや画面は、実際と多少異なることがあります。 
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PART 





無線ネツトワークへの接続 


インストール手順 


本ソフトウェアをパソコンにインストールします。インストールを開始する前に以下の注意を必ずお読みく 
ださい。 

• 現在使用中のアブリケーシヨンをすべて終了させてください。 

. ウィルス対策ソフトやセキュリティ対策ソフトがパソコンにインストールされている場合は 
CD - ROM が起動しない場合があります。一時的に対策ソフトを停止してから CD - ROM を起動 
してください。なお対策ソフトの停止方法については各ソフトウェアメーカにお問い合わせく 
ださい。 

1ユーティリテイディスクをパソコンの CD - ROM ドライブに入れます。 


び 



2 次の画面が表示されます。[無線 LAN ソフトウェアインストール]をクリックします。 


ccoreqa) 

株式会社コレガ 


CG-WLCB144GNL/CG-WLUSB2GNL Utility Setup 



無線 LAN ソフトウェアインス ,I ； •• 土’ル 


ボタンをクリックすると、 CG-WLCB144GNLS たは CG-WLUS 日 2GNU7) 無線 
ソフトウェアをインストールすることができます。 

お風、の前Iこ必ずインストールしてください0 


マニュアルを読む 〜》 細 PDF マ^ I •アンル〜 


ボタンをクリックすると、無線クライアントユーティリティの詳細設定ガイドを表示させ 
6ことがでさ■ます。 

セキュリティ設定や詳し11棵能？知りたいときIこご覧ば执、。 

※無線クライアントユーティリティは、 Windows XP/ 2000のみ対応じ U 法す。 
Windows Vista でお使 L 〗の場合は、 OSI こ楞準で搭栽して L 6ワイヤレスネットワー 
クをぉ使いさい。 

[ この画面を閉じます。 I 


Copyright(c) 2007 corega K.K. All Rights Reserved. 


クリックします 


Jg ] しばらく待っても上の画面が表示されない場合は、「マイコンピュータ」をダブルクリックしま 
す。 
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3 次の画面が表示されます。もう一度[無線 LAN ソフトウェアインス!-ール]をクリックします。 


ccorega) 

株式会社コレガ 


CG-WLCB144GNL/CG-WLUSB2GNL Utilitv Setup 



クリックします 


Copyright(c) 2007 corega K.K. All Rights Reserved. 


4 お使いの環境によって表示される画面が異なります。次の手順でインストールを進めます。 



表示される画面は Internet Explorer のバージョンによって異なります。 


■ Windows XP SP2 の場合 

①[実行]をクリックします（弊社にて動作を確認しています）。 



クリックします 


②[実行する]をクリックします（弊社にて動作を確認しています）。 



クリックします 


③手順5 (次ページ）に進みます。 
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■ Windows XP SP1 の場合 


①次の画面が表示されます。[開く]をクリックします。 



クリックします 


②手順5 (本ページ）に進みます。 

■ Windows 2000 の場合 

①「このプログラムを上記の場所から実行する」を選択して、 [0K] をクリックします。 



①「このプログラムを上記の場所から実 
行する」を選択します 


②クリックします 


②[はい]をクリックします。 



クリックします 


屬 ①②の画面はお使いの環境によつて表示されない場合もあります。 


③手順5 (本ページ）に進みます。 

5 次の画面が表示されます。[次へ]をクリックします。 



クリックします 
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6 次の画面が表示されたら、無線 LAN アダプタをパソコンに取り付けます。 


コレガ製無線 LA 晴ブタを挿し込んで.傲い。 

差し込まれ5とドライノ如読み込みを行いまサので、しはらくお待ちください。 

すで(こ差し込まれていてしはらく f 寺っても反応が無い場合は、一度抜いてから差し込みな 
おしてくたさい。 


7 ドライバのインストールがはじまります。次の画面が表示されるまでお待ちください。表示されたら、 
[完了]をクリックします。 



クリックします 



9 


[次へ]をクリックします。 



セットアッフ 1J 、） 欠のフォルダ■(こ ] レガ無線 LAN ユーティリティをインストルしま t 。 

このフォルケ A のインストルは、 D 欠へ]約ンをクリックします。 

別の フォ ルタ''ペインストルする垠合は、[参照]ホ''5ンをりリックしてフォル炸逞択してください。 


インストル先 © フォルダ ' 


C：¥Program Files¥coreea¥corega Wireless LAN Adapter f 参 P-?-(E)..- I 



[ < 戻 s 迫 ） jl [ 和ンセル | 


クリックします 
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11 パソコンを再起動します。 

以上でインストールが完了しました。 

無線アクセスポイントに接続する 

ルータへの接続には、次の3つの方法があります。 


• WPS ( Wi-Fi Protected Setup ) で接続する 

WPS に対応した無線ルータの WPS ボタンを使って接続したり、 PIN コードを使用して接続する方法で 
す。接続手順は 「 wps で接続する」（本ページ）をご覧ください。 

• 無線アクセスポイントを検索して接続する 

本ソフトウェアで接続可能な無線機器を検索して接続します。接続方法は「無線アクセスポイントを検 
索して接続する」 （P.15) をご覧ください。 

• 手動で設定する 

SSID やネットワークキーなど接続に必要な情報をすべて手動で入力して接続します。接続方法は「手動 
で接続する」 （P.18) をご覧ください。 


• WPS で接続する 


1画面右下の IIをダブルクリックし、本ソフトウェアの画面を表示します。 
2 [追加]をクリックします。 



クリックします 
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3 [ Wi-Fi Protected Setup で自動接続]をクリックします。 



クリックします 



-[プッシュ ボタンによる接続] を 選択した場合—「無線ルータのボタンで接続する」（本ページ) へ お進 

みください。 

- [ PIN コード入力による接続]を選択した場合— 「 PIN コードで接続する」 （ P .13) へお進みください。 

■無線ルータのポタンで接続する 

① 無線ルータの電源を入れます。 

無線ルータの起動時間はお使いの機種によつて異なります(起動時間は取扱説明書をご欄 
ください）。無線ルータが起動するまでしばらくお待ちください。 

② 無線ルータの WPS ボタンを2秒以上押し 、 WPS LED が緑色に点灯したことを確認します。 

Jg] WPS LED の動作は次の表を参考にしてください（数字はおよその秒数を表します）。 


クライアント 
待受中 

1 0.2 0.2 0.2 0.2 

1 ■0.1 ^■0.1^ ■… 


ワイヤレスコネクト 
ポタン 2 度押し 

L ■ ■ ■ ■ L ■ ■ ■ ■ " * r Tt 

p - 1.0 - 4^- 0.5 パ！ 秒 

エラー 

10.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 


設定完了 

300 
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(凡例）■:点灯 u : 消灯 








































③ [ Wi-Fi PROTECTED SETUP ] をクリックします。 



クリックします 


信号を受信しやすいように無線ルータに近づけてから [Wi-Fi PROTEDTED SETUP] を 
注意I クリックしてください。 

④アクセスポイントの検索がはじまります。 

7f ] 検索は 2分間行いますが、お使いの環境によって時間がかかる場合があります。 

注意 


⑤ 引き続き設定の読み込みがはじまります。 

⑥ 「設定完了」と表示されたら[閉じる]をクリックします。 



クリックします 


「設定に失敗しました」と表示された場合は、[戻る]をクリックしてはじめからやり直してく 
ださい。 



クリックします 


7f] 何度試しても設定できない場合は、「無線アクセスポイントに接続する」 ( p . io ) をご覧に 
ael なり、別の手順で接続してください。 

⑦ 「優先するアクセスポイント」のアイコンが免になっていることを確認します。 

⑧ 画面右上の田をクリックして、本ソフトウェアの画面を閉じます。 
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以上で設定は完了です。 


Jg] もう一度本ソフトウェアを表示させる場合は、パソコンの画面右下の Y をクリックします。 


■ PIN コードで接続する 

① ルータの 電源を入れます。 

無線ルータの起動時間はお使いの機種によって異なります(起動時間は取扱説明書をご欄 
ください）。無線ルータが起動するまでしばらくお待ちください。 

② [次へ]をクリックします。 



クリックします 


び 


③自動的に無線 LAN アダプタの PIN コードが作成されます。 



無線 LAN アダプタの PIN コー ドが表示 
されます 


④無線ルータに LAN ケーブルで接続したパソコンから Internet Explorer を起動し、アドレス欄 
に n 92.168.1.1 」を入力して Enter キーを押します 0 

ァド丨1192.1 68.1.1 ~| 

- 「 == -「192.168.1.1」を入力し' Enters- 

を押します 


"T^j お使いの環境によっては、 Internet Explorer を起動すると手順5の画面が表示される場合 
m があります。その場合はアドレス欄に何も入力しないで、手順⑤にお進みください。 


⑤ユーザ名に 「 root 」、 パスワードに何も入力しないで[□グイン]をクリックします。 



① 「 root 」 と入力します 


②クリックします 
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⑥画面左側のメニューから 「 LAN 俱嚼定」一「無線アクセスポイント設定」一 rWi-Fi Protected 
Setup 」 の順にクリックします。 


CG-XXXXXXXX 
I-Q モード 
_1簡単設定 

: CJ WAN 側設定(インターネット} 

Ef」LAN 側設疋| 

|-D ル'-夕 IP 
i Q DHCP サーバ 
PC データペース 

a- ^ 無線アクセスポイント設定]— 

J Wi-Fi Protected Setup ] - 

卜 CJ 802.11 n / g/blSS 
hCJ 802.1 w 帥 iz キユリテイ設定 
j'U ァクセス制限 
; - Q マルチ ap ! 陡 
0 Q セキュリティ設定 
s -_i 詳細設定 
¢01管理 
田〇ステータス 


クリックします 


⑦「子機の PIN コード登録による接続」を選択し、手順③で作成された無線 LAN アダプタの PIN 
コードを入力して 「 Wi-Fi P 闩 OTECTED SETUP 」 をクリックします。 


無線ア : スポイント設定 / Wi-Fi Protected Setup WVHV9I 


基本設定 

Wi-Fi Protected Setup 

有効 v 

艮丁ータス 

configured 

無線アクセスポイント PIN コード 

※ PIN コードは半角数字 8 桁で設定してください 

XXXXXXXX |自動生成する丨丨設定| 


[ RN コードを初期値に屄す | 


接続設定 

|3子機の PIN コード登錄による接続 
〇ソフト 1 5エア;^ンによる■獲 

PIN コード : L J~| 

2つの接続方式からひとつを選び 
接続ボタンを押してください 




① 選択します 

② 手順3で作成された無線 LAN アダプ 
夕の PIN コードを入力します 

③ クリックします 


⑧本ソフトウェアの画面の [ Wi-Fi PROTECTED SETUP ] をクリックします。 



クリックします 


.「 Wi-Fi Protected Setup 」 の信号は、 [ Wi-Fi PROTECTED SETUP ] をクリックしてか 
ら2分間発信されます。2分間の間にもう一方の [ Wi-Fi PROTECTED SETUP ] をク 
リックしてください。 

•信号を受信しやすいようにルータに近づけてから [ Wi-Fi PROTECTED SETUP ] をク 
リックしてください。 

⑨「暗号化設定中」と表示され、通信が開始されます。そのままお待ちください。 


a 
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⑱「設定完了」と表示されますので[閉じる]をクリックします。 



クリックします 


「設定に失敗しました」と表示された場合は、[戻る]をクリックしてはじめからやり直してく 
ださい。 



クリックします 


/5I 何度試しても設定できない場合は、「無線アクセスポイントに接続する」 (P.10) をご覧に 
注意I なり、別の手順で接続してください。 

⑪「優先するアクセスポイント」のアイコンがになっていることを確認します。 

⑫画面右上の E 3 をクリックして、本ソフトウェアの画面を閉じます。 

以上で設定は完了です。 

もう一度本ソフトウェアを表示させる場合は、パソコンの画面右下の T をクリックします。 

♦無線アクセスポイントを検索して接続する 

1画面右下の S をダブルクリックし、本ソフトウェアの画面を表示します。 
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2 「優先するアクセスポイント」に何も表示されていないことを確認し、 「 AP 検索」の一覧から接続した 
い無線ネットワークの SSID ( ESSID 、 ネットワーク名）をダブルクリックします。 


レガ無鎳 LANH — 


I オプション ] パージョン惜報 


AP 検索纷 

検索したアクセ7•ポイントへ接続するなの設定ファイルを、接続ポタンで作成します 

| SSID (ネッ k / MAC ( BSSID ) 信号強度 セキュリティ 

x : xx : xx : xx:xx 職 恶5 


I 再検索 ( EM 匚接獅 


, XXXXXXXXXXXX 




設定ファイルび 

吏用す5設3 : 
してください 


I^JKG)： 

ファイルを逞択し、適用を押 


優先す 2) アクセスポイント取 

以下の優先 ji 位で、アクセスポイントに接続を試みます 


追加 ( e ) I 



■ ①空欄であることを確認します 

※ SSID (ネットワーク名）が表示さ 
れている場合は、[削除]をクリック 
して、空欄にしてください。 


I — ②ダブルクリックします 


コ I キ V ンセル j I 通用 (6) I 


3 無線ネットワークの設定によって表示される画面が異なります。 

■ WPA - PSK 、 WPA 2- PSK が設定されているネットワークキーの場合 

①[認証設定]をクリックします。 



クリックします 


②ネットワークキーを入力し、 [0 K ] をクリックします。 



①ネツトワークキーを入力します 


②クリックします 


③手順4 ( P .18) に進みます。 
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■ WEP が設定されているネットワークの場合 

①キ ー 1に WEP キー（暗号キ _) を入力し、 [0 K ] をクリックします。 



① WEP キーを入力します 


②クリックします 


②手順4 ( P .18) に進みます。 


■ WPA - EAP または WPA 2- EAP が設定されているネットワークの場合 

①[認証設定]をクリックします。 



クリックします 


②セキュリティの情報を入力し、 [0 K ] をクリックします。 



①接続に必要なセキュリティ情報を入 
力します 


②クリックします 


③手順4 (次ページ）に進みます。 
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■無線セキュリテイが設定されていないネットワークの場合 


① [0 K ] をクリックします。 



クリックします 


②手順4 (本ページ）に進みます。 


4 [適用]をクリックします。 



クリックします 


5 「優先するアクセスポイント」のアイコンがこなっていることを確認します。 


6 画面右上の jQ をクリックして、本ソフトウェアの画面を閉じます。 

以上で設定は完了です。 

もう一度本ソフトウェアを表示させる場合は、パソコンの画面右下の Y をダブルクリックしま 

“:モ す。 


•手動で接続する 

1画面右下の S をダブルクリックし、本ソフトウェアの画面を表示します。 
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2 [追加]をクリックします。 



クリックします 


3 [手動で接続設定]をクリックします。 



クリックします 


4 rSSID (ネットワーク名)」に設定したいネットワーク名を入力し、 [ GK ] をクリックします。 



①入力します 


②クリックします 


观 無線セキュリティを設定する場合は、「無線セキュリティの設定をするときは」 ( P .23) をご覧く 
^ eI ださい。 
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5 [適用]をクリックします。 



クリックします 


6 「優先するアクセスポイント」に手順4で入力した SSID が表示され、アイコンが T になっていること 
を確認します。 

7 画面右上の jQ をクリックして、本ソフトウェアの画面を閉じます。 

以上で設定は完了です。 

"^1 もう一度本ソフトウェアを表示させる場合は、パソコンの画面右下の Y をクリックします。 
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すユーティリティを 


本ソフトウェアを起動する 

インストール完了後、本ソフトウェアを起動する場合は次の手順を行ってください。 


1パソコンの画面右下の：！をダブルクリックします。 



ダブルクリックします 



パソコンの画面右下にIが表示されていない場合は「スタート」一「すべてのプログラム」 
(Windows 2000では「プログラム」）一「コレガ無線 LAN ユーティリティ」一「コレガ無線 LAN 
ユーテイリテイ GNL シリーズ」の順にクリックしてください。 


2 本ソフトウェアが起動します。 
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無線 LAN アダプタをバソコンから取り外す 


無線 LAN アダプタをお使いのパソコンから取り外す場合は、次の手順を行ってください。 

1パソコンの画面右下の T を右クリックし、「終了」をクリックします。 

接続先切替 ► 

無線停止 

メイン画面 

クリックします 


画面右上の田をクリックした状態では、本ソフトウェアは終了していません。 

注意 



2 パソコンの画面右下の〇をクリックし、 「 CG - XXXXXXXX を安全に取り外します」（お使いの 0 S に 
より、中止や停止という意味の内容になります）をクリックします。 

3 無線 LAN アダプタをパソコンから取り外します。 

以上で取り外しの手順は終了です。 


本ソフトウェアを削除する 


本ソフトウェアを削除（アンインストール）する場合は、次の手順を行ってください。 

1「無線 LAN アダプタをパソコンから取り外す」（本ページ）をご覧になり、無線 LAN アダプタをパソ 
コンから取り外します。 

2 「スタート」一「すべてのプログラム 」 （Windows 2000では「プログラム」）一「コレガ無線 LAN 
ユーティリティ」一「コレガ無線 LAN モニタの削除」の順にクリックします。 

3 「プログラムを変更、修正、または削除します。」と表示されるので「削除」を選択し、[次へ]をクリッ 
クします。 

4 「選択したアプリケーシヨン、およびすベての機能を完全に削除しますか？」と表示されるので[はい] 
をクリックします。 

5 本ソフトウェアの削除がはじまります。しばらくすると「アンインストール完了」を表示されるので、 
[完了]をクリックします。 

以上で本ソフトウェアの削除が完了しました。 
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無線セキュリティの設定をするときは 


籲本ソフトウェアで設定できるセキュリティ機能 

本ソフトウェアに搭載されている無線セキュリティ機能は次のとおりです。 

7^1無線セキュリティは、お使いになる無線機器に共通したセキュリティを設定する必要がありま 
す。設定の前にお使いの無線機器がどんなセキュリティ機能を搭載しているか確認してくださ 

い。 


■SSID (Service Set IDentifier) 

無線 LAN に接続する機器を識別する名前です。 ESSID と呼ばれることもあります。同じ SSID を持つ無線 
LAN 機器同士でしか通信できないため、独自の SSID を設定することにより、外部から不正侵入される危 
険が減少します。設定方法については、 「 SSID を設定する」（次ページ）をご覧ください。 


■WEP (Wired Equivalent Privacy) 

通信内容を暗号化し、通信内容の傍受を防ぐセキユリティ機能です。仮に通信データを傍受された場合で 
も、通信内容の復元を容易に行うことができなくなります。 64 Bit 、 1 28 Bit の2種類から任意で暗号キー 
を作成します。設定方法については、 「 WEP を設定する」 （ P .25) をご覧ください。 


■WPA (Wi-Fi Protected Access) 

通信内容を設定した暗号キーを使って暗号化するセキュリティ機能の一つです。暗号キーは一定時間ごと 
に変わる TKIP を採用しており、 WEP よりも解読されにくくなります。家庭でご利用できる 「 WPA-PSK 
(パーソナル)」と企業内でご利用できる rWPA-EAP (エンタープライズ)」の2種類の設定ができます。 
設定方法については、 「 WPA - PSK 、 WPA 2- PSK を設定する」 ( P .26) または 「 WPA - EAP 、 WPA 2- EAP 、 
802. IX 認証を設定する」 （ P .27) をご覧ください。 

■WPA2 (Wi-Fi Protected Access 2) 

WPA 2 は、 Wi - Fi アライアンスが2004年9月に発表した WPA の新しい規格です。米標準技術局 ( NICT ) 
が定めた暗号化標準の 「 AES 」 を採用しており、128〜 256 Bit の可変調キーを利用して強力な暗号化が 
可能です。その他の仕様については WPA とほとんど変わらないので、 WPA と WPA 2 の混在した環境で 
利用できます。設定方法については、 「 WPA - PSK 、 WPA 2- PSK を設定する」 ( P .26) または 「 WPA - EAP 、 
WPA 2- EAP 、 802. IX 認証を設定する」 （ P .27) をご覧ください。 

■ 802.IX 認証 

無線ネットワークを確立する際に、認証サービスを受けるセキュリティ設定です。正しい認証キーでアク 
セスすると認証サーバ （ RADIUS サーバ）が正規のユーザであることを承認し、通信が可能になります。 
企業内のネットワークで利用されます。設定方法については、 「 WPA - EAP 、 WPA 2- EAP 、 802. IX 認証 
を設定する」 （ P .27) をご覧ください。 


■WPS (Wi-Fi Protected Setup) 

Wi - Fi アライアンスが2007年 1 月より認定を開始した規格です。プッシュボタンを押す、または PIN 
(Personal Identification Number ) コードを入力する方法で接続を行い、無線 LAN アダプタをアクセ 
スポイントに登録して SSID と WPA 2 のセキュリティの設定を完了させます。接続方法は、 「 WPS で接 
続する」 （ P .10) をご覧ください。 
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• SSID を設定する 


画面 右下の:！ をダブルクリックし、 本 ソフトウェアを起動します。起動すると、通信可能な SSID (ネット 
ワーク名）が自動的に表示されます。 

アクセスポイントに SSID を検索されないような機能（ステルス AP など）が有効になっている 
場合は SSID が空欄で表示されます。 


1「優先するアクセスポイント」に表示されている、設定したい SSID (ネットワーク名）をダブルクリツ 
クします。 


a 



ダブルクリックします 


2 「プ□パティ」画面が表示されますので、新しく設定する SSID を入力し、 [0 K ] をクリックします。 



①新しく設定する SSID を入力します 


② [0 K ] をクリックします 


3 手順1の画面に戻りますので、[適用]をクリックして設定を反映します。 
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• WEP を設定する 



① 「Open System 」 または 「Shared Key 」 を選択します。 


②①で「〇 pen System 」 を選択した場合は 「 WEP 」 を選択します。 




「Shared Key」 を選択した場合は、自動的に 「WEP」 となります。 


③次のいずれかを選択します。 

- 64巳 it — 16進数 （0 〜 9/ a 〜 f ) 10桁 

-128巳 it — 16進数 （0 〜 9/ a 〜 f ) 26桁 

- 64 Bit — ASCII (半角英数記号）5文字 

- 128 Bit-ASCII (半角英数記号）13文字 


2 


本設定は、接続する無線機器にも同様に設定してください。 


④③で選択した文字数を直接入力します。入力すると「*」の表示に変わります。 
⑤使いたい暗号キーを「キ_1」〜「キ_4」の中から選択します。 


ft 


上記の③で fl28BitJ を選択した場合、④で入力できるキーは「キ ー 1」のみとなります。 


3 「プ□パティ」画面の [0 K ] をクリックします。 


4手順1の画面に戻りますので、[適用]をクリックして設定を反映します。 


画面右下の Z をタブルクリックし、本ソフトウェアを起動します。起動すると、通信可能な SSID (ネット 
ワーク名）が自動的に表示されます。 

7f] アクセスポイントに SSID を検索されないような機能（ステルス AP など）が有効になっている 
場合は SSID が空欄で表示されます。 

1設定したい SSID (ネットワーク名）をダブルクリックします。 

2 「プ□パティ」画面が表示されますので、次のように設定します。 


①②③④ ⑤ 
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•WPA-PSK'WPA2-PSK を設定する 


画面右下の：！をダブルクリックし、本ソフトウェアを起動します。起動すると、通信可能な SSID (ネット 
ワーク名）が自動的に表示されます。 

^1アクセスポイントに SSID を検索されないような機能（ステルス AP など）が有効になっている 
ail 場合は SSID が空欄で表示されます。 


1設定したい SSID (ネットワーク名）をダブルクリックします。 

2 「プ□パティ」画面が表示されますので、次のように設定します。 



I 


③ 


① 「 WPA 2 -PSK (パーソナル)」または 「 WPA-PSK (パーソナル)」を選択します。 

② 「 TKIP 」 または 「 AES 」 を選択します。 

③ [認証設定]をクリックします。 

3 次の画面が表示されますので、任意の共有キーを入力して [0 K ] を押します。 



①共有キーを入力します 

※共有キーは、半角英数記号の8〜 
63文字で入力してください。 


② [0 K ] をクリックします 


4 「プ□パティ」画面の [0 K ] をクリックします。 

5 手順1の画面に戻りますので、[適用]をクリックして設定を反映します。 
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•WPA-EAP 、 WPA2-EAP 、 802.1 X 認証を設定する 


画面右下の I をダブルクリックし、本ソフトウェアを起動します。起動すると、通信可能な SSID (ネット 
ワーク名）が自動的に表示されます。 

■^1 アクセスポイントに SSID を検索されないような機能（ステルス AP など）が有効になっている 
ail 場合は SSID が空欄で表示されます。 


1設定したいネットワーク名 （ SSID ) をダブルクリックします。 

2 「プ□パティ」画面が表示されますので、次のように設定します。 



8 


③ 


① 「 WPA 2 -EAP (エンターブライズ)」または 「 WPA-EAP (エンタープライズ)」を選択します。 

② 「 TKIP 」 または 「 AES 」 を選択します。 

③ [認証設定]をクリックします。 

3 セキュ U テイに必要な情報を入力し、 [0 K ] をクリックします。 



① 


② 

③ 


④ 


⑤ 


① 「認証方式」を選択します。 

② 「ユーザ証明」で使用する証明書を選択します。 
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③ 「サーバの証明書の有効化」にチェックを付けます。 

④ 「ユーザ名」を入力します。 

⑤ [0 K ] をクリックします。 

4 「プ□パティ」画面の [0 K ] をクリックします。 

5 手順1の画面に戻りますので、[適用]をクリックして設定を反映します。 

7^1•ユーザ証明は、あらかじめダウンロードするなどして入手しておく必要があります。 

爲 •弊社では Windows 2000 Server インターネット認証サービス （IAS) で動作を確認しており 
ます。 
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•無線セキュリティの暗号方式について 

次の表は、 WEP および WPA (WPA2) での暗号方式の一覧です。 

■ WEP."Infrastructure / Ad-Hoc 共通 


認証方式 

暗号方式 

WEP 暗号強度 

Open System 

無効 

— 

WEP 

64Bit — 16進数（◦〜 9 /a 〜 f ) 10桁 

128 Bit - 16進数（◦〜 9 /a 〜 f ) 26桁 

64Bit — ASCII (半角英数記号）5文字 

128Bit-ASCII (半角英数記号）13文字 

Shared Key 

WEP 

64Bit — 16進数（◦〜 9 /a 〜 f ) 10桁 

128巳 it — 16進数（◦〜 9 /a 〜 f ) 26桁 

64Bit — ASCII (半角英数記号）5文字 

128Bit-ASCII (半角英数記号）13文字 


* Open System …アクセスポイントに認証キーを通信させないで接続します。 
※ Shared Key ……アクセスポイントに認証キーを通信させて接続します。 


■ WPA2 / WPA“. Infrastructure のみ 


認証方式 

暗号方式 

認証設定 

WPA - EAP 
(エンタープライズ） 

TKIP 

EAP-TLS 

LEAP 

EAP-TTLS 

PEAP 

AES 

EAP-TLS 

LEAP 

EAP-TTLS 

PEAP 

WPA - PSK (パーソナル） 

TKIP 

共有キー 

AES 

共有キー 

WPA2 - EAP 
(エンタープライズ） 

TKIP 

EAP-TLS 

LEAP 

EAP-TTLS 

PEAP 

AES 

EAP-TLS 

LEAP 

EAP-TTLS 

PEAP 

WPA2 - PSK (パーソナル） 

TKIP 

共有キー 

AES 

共有キ _ 
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「Ad-Hoc モード」を使うときは 

♦「 Ad - Hoc モード」を利用したネットワークに接続する 

1画面右下の:®をダブルクリックし、本商品のユーティリティを起動します。 

2 ユーティリティが起動すると、通信可能な SSID (ネットワーク名）が自動的に表示されます。 

3 「AP 検索」の欄に表示されたアドホックモードの SSID (ネットワーク名）をダブルクリックします。 



ダブルクリックします 


7^1「優先するアクセスポイント」に別の SSID (ネットワーク）が表示されている場合は、[削除] 
魏 をクリックしてください。 


4 接続したいネットワークの SSID (ネットワーク名）が表示されていること、 「Ad-Hoc モード（アク 
セスポイントを使用しない)」にチェックが付いていることを確認し、 [0K] をクリックします。 



① SSI □(ネットワーク名）を確認しま 
す 


②チェックが付いていることを確認し 
ます 


③ [0 K ] をクリックします 
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5 「優先するアクセスポイント」に表示された SSID (ネットワーク名）を選択し、土 J をクリックして接 
続するアクセスポイントを固定します。 



① SSI □(ネットワーク名）を選択しま 
す 

② クリックします 


6 画面右下の[適用]をクリックして設定を反映します。 

以上で 「Ad-Hoc モード」を利用したネットワークへの接続は終了です。 


•新規で 「 Ad - Hoc モード」のネットワークを構築する 


1画面右下の: S をダブルクリックし、本商品のユーティリティを起動します。 
2 [追加]をクリックします。 



[追加]を押します。 


7^1「優先するアクセスポイント」に別の SSID (ネットワーク）が表示されている場合は、[削除] 
說 をクリックしてください。 
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3 構築する 「Ad-Hoc モード」の SSID (ネットワーク名）を入力し、 「Ad-Hoc モード（アクセスボイ 
ントを使用しない)」にチェックを付けて [0K] をクリックします。 



①新規に構築したいネットワークの 
SSID (ネットワーク名）を入力しま 
す 


② 「 Ad - Hoc ^- ド(アクセスポイントを 
使用しない)」にチェックを付けます 


③ [0 K ] をクリックします 


4画面右下の[適用]をクリックして設定を反映します。 

7^1無線セキュリティの設定をする場合は、「無線セキュリティの設定をするときは」 ( P .23) をご覧 
輿ください。 
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「設定」タブを選択します 

② 

③ 


「設定」タブを選択します。 


① 


④ 



PART 



ユーテイリテイの画面について 


画面右下の15をダブルクリックします。 


「設定」画面 


項目名 

説明 

① AP 検索 

利用可能な無線ネットワークのリストが表示されます。 

②再検索 

クリックすると、利用可能な無線ネットワークの検索を開始し 
よ9 〇 

③接続 

①に表示された無線ネットワークを選択し、クリックすると 
ネットワークに接続します。セキュリティが設定されている場 
合は、同じ設定をする必要があります。 

④設定ファイルの管理 

無線接続に関する設定をファイルに保存することができます。 
保存できるファイルの数はお使いのパソコンによって変わり 
ます。 

⑤優先するアクセスポイント 

①に表示された無線ネットワークを選択すると表示され、優先 
的に接続できるようにします。最大で100件の表示をすること 
ができます。 

⑥優先順位の移動 

⑤に表示されている「優先するアクセスポイント」を選択し 、 U 
や」をクリックすると選択している無線ネットワークの優先順 
位を変更することができます。 

をクリックすると優先順位が上がります。 

をクリックすると優先順位が下がります。 

※ 「 Ad - Hoc モード」の無線ネットワークは 、 「Infrastructure 
モード」の無線ネットワークより上位に移動させることはで 
きません。 

⑦追加 

無線ネットワークを新たに設定することができます。 


⑥ 

⑤ I ⑦⑧⑨⑱⑪⑫ 
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項目名 

説明 

⑧削除 

「優先するアクセスポイント」で表示された無線ネットワークを 
削除することができます。 

⑨プ□パティ 

「優先するアクセスポイント」で選択した無線ネットワークのセ 
キユリティを設定することができます。 

⑩移動 

選択した「優先するアクセスポイント」を「設定ファイル」に 
移動します。 

⑪再接続 

⑤に表示された無線ネットワークを選択し、クリックすると再 
度無線ネットワークに接続します。 

⑫固定 

⑤に表示された無線ネットワークを選択し、クリックすると優 
先順位に関係なく、選択した無線ネットワークに接続します。 
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• AP 検索表示の各項目 


SSID (ネットワーク名〉 

MACCBSSID) 

信号強度 

セキュリティ 

CH 

周波数 

802.11 

令 XXXXXXXXXXXX 

XXiXXIXX^XIXXiXX 

。剖 啊 

柳 

そ 

2.43 

7Ghz ^ 

1 

① 

1 

② 

1 

③ 

1 

④ 

1 

⑤ 

( 

D 

⑦ 


項目名 

説明 

① SSID (ネットワーク名） 

接続状態と無線ネットワークの SSID を確認できます。 

©* 接続可能な無線ネットワークです。 （ Ad - Hoc モード） 

_ 現在接続している無線ネットワークです。 （ Ad - Hoc モード） 
i 接続可能な無線ネットワークです。 （ lnf 「 ast 「 uctu 「 ef — K ) 
i 5 現在接続している無線ネットワークです 。 (Infrastructure 

モー广） 

※通信相手の機器にステルス機能が設定されている場合 、 SSID 
は表示されません。 

② MAC ( BSSID ) 

MAC アドレス （ BSSID ) を確認できます。 

③信号強度 

通信強度を〇〜100%の間で確認できます。 

④セキュリティ 

設定されているセキュリティ設定を確認できます。 

你セキュリティが設定されている無線ネットワークに付くマー 
クです。 

無効-セキュリティ設定が設定されていない 

無線ネットワークです。 

WEP -セキュリティ設定で WEP が設定されて 

いる無線ネットワークです。 

WPA-PSK -セキュリティ設定で WPA-PSK (パー 

ソナル）が設定されている無線ネット 
ワークです。 

WPA-EAP -セキュリティ設定で WPA-EAP (エン 

ターブライズ）が設定されている無線 
ネットワークです。 

WPA 2 -PSK -セキュリティ設定で WP A 2 -PS K (パー 

ソナル）が設定されている無線ネット 
ワークです。 

WPA 2 -EAP -セキュリティ設定で WPA 2 -EAP (エン 

夕_ブライズ）が設定されている無線 
ネットワークです。 

WPA / WPA 2 -PSK ---- セキュリティ設定で WPA / WPA 2- 
PSK (パーソナル）が設定されている 
無線ネットワークです。 

WPA / WPA 2 -EAP -- セキュリティ設定で WPA / WPA 2- 
EAP (エンタープライズ）が設定されて 
いる無線ネットワークです。 

⑤ CH 

設定されているチヤンネルを確認できます。 

⑥周波数 

無線ネットワークが使用している電波の周波数を確認できます。 

⑦ 802.1 1 

802.11モード（通信規格）を確認できます。 
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•「 ip & プロキシ設定」画面 


本ソフトウェアは「優先するアクセスポイント」に表示された SSID (ネットワーク名）の設定に対して 、 「IP 
アドレス」および「プロキシ」の設定を行うことができます。設定するには、「設定」画面 （ P .33) の[プ 
□パティ]をクリックして次の画面を表示させ、 [ IP & プロキシ設定]をクリックします。 



[ IP & プロキシ設定]をクリックします 


■ rip 設定」画面 

「 IP 設定」タブを選択し、 IP アドレスと DNS サーバを設定します。 



① 「 IP 設定」タブを選択します 


②お使いの環境にあわせて、 IP アドレス 
と DNS サーバの情報を入力します。 


③ [0 K ] をクリックします 


■ 「プロキシ設定」画面 

「プロキシ設定」タブを選択し、プロキシサーバの設定を入力します。 



①「プロキシ設定」タブを選択します 


②お使いの環境にあわせてプロキシの 
設定を入力します 


③ [0 K ] をクリックします 
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「状態」画面 


「状態」タブを選択します。 

I -「状態」タブを選択します 



--—⑫ 

OK ] |キゃンセル—] 


項目名 

説明 

①接続状態 

無線 LAN アダプタの接続状態を表示します。 

② SSID (ネットワーク名） 

現在設定されている SSID を表示します。 

③巳 SSID 

接続相手機器の MAC アドレスを表示します。 

④接続モード 

設定されている接続モードを表示します。 

⑤ 802.1 1 モー ド' 

現在使用している通信規格を表示します。 

⑥チヤンネル 

現在使用しているチヤンネルを表示します。 

⑦暗号化 

現在設定されているセキュリティの設定を表示します。 

⑧送信帯域 

現在送信している送信帯域を表示します。 

⑨認証状態 

通信相手機器との接続状態を表示します。 

⑱信号強度 

通信相手機器との信号の強度を％で表示します。 

⑪電波状態 

無線 LAN アダプタが通信可能の状態であるかを表示します。 

⑬ MAC アドレス 

無線 LAN アダプタの MAC アドレスが表示されます。 
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「オプション」画面 


「オプション」タブを選択します 


「オプション」タブを選択します。 



① 


② 


③ 


[ OK |匚キゃンセル I 


項目名 

説明 

①一般設定 

チェックを付けると各機能が動作します。 

②使用する通信モード 

「設定」画面でネットワーク名 （ SSID ) を検索するモードを決 
定することができます。 

③優先ではない ESSID (ネッ 
トワーク）に自動的に接続 

チェックを付けると「設定」画面で検索された SSID (ネット 
ワーク名）を優先順位を付けることなく接続します。 

④電波を止める 

ネットワークの接続を中断したいときにチェックを付けます。 

⑤フラグメントしきい値 

IP フラグメントのしきい値を設定します。パケットがこの値を 
超えたとき、設定された値の大きさに分割されます。 

⑥ RTS しきい値 

RTS のしきい値を設定します。この値を超えるバケットを送信 
しようとしたとき、 RTS / CTS 機能を有効にします。 

⑦周波数帯域 

無線 LAN アダプタのの通信規格を指定できます。ここで通信規 
格を指定した場合、「設定」の画面には指定した規格を使用して 
いるネットワ_クのみが表示されます。 

※工場出荷時は「802.11 b / g / n -2.4 GHzJ に設定されていま 
す。 

⑧ Ad - Hoc のチヤンネル 

Ad - Hoc での通信時に使用するチャンネルを設定することがで 
きます。1〜13チャンネルの中から選択してください。 

⑨省電カモード 

無線 LAN アダプタの消費電力を抑えるように設定できます。 
「無効」、「最大」、「速度優先」のいずれかから選択できます。 
※工場出荷時は「無効」に設定されています。 


④⑤⑥⑦⑧⑨ 
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r バージョン情報」画面 

本ソフトウェアのバージョンが表示されます。 



「パージヨン情報」タブを選択します 
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おことわり 


-本割よ、株式会社コレガが作成したもので、すべての権利を弊社が保有しています。弊社に無断で本書 
の一部または全部をコピーすることを禁じます。 

_予告なく本書の一部または全体を修正、変更することがありますがご了承ください。 

_改良のため製品の仕様を予告なく変更することがありますがご了承ください。 


本商品は国内仕様となっており、外国の規格などには準拠しておりません。日本国外で使用された場合、弊 
社ではいかなる責任も負いかねます。 
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ける登録商標または商標です。 
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